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【発行日】平成23年2月10日(2011.2.10)

【公開番号】特開2008-252929(P2008-252929A)
【公開日】平成20年10月16日(2008.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2008-041
【出願番号】特願2008-133960(P2008-133960)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  76/02     (2009.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線受信装置にコンテンツデータを無線送信する無線通信装置において、上記無線通信
装置は、上記コンテンツデータを無線送信するための少なくとも１つのポートを備え、上
記無線通信装置は、
　上記コンテンツデータを無線送信するためのポートを示す送信元ポート番号を決定し、
　上記無線受信装置と通信することにより、上記無線受信装置において上記コンテンツデ
ータを無線受信するためのポートを示す、上記無線受信装置によって決定された宛先ポー
ト番号と、上記無線通信装置によって決定された送信元ポート番号とを交換し、
　上記送信元ポート番号と上記宛先ポート番号とを互いに関連付け、
　上記無線受信装置によりサポートされる上記コンテンツデータの１つ又は複数の入力フ
ォーマットを取得し、
　上記コンテンツデータを無線送信するための無線リソースを予約し、予約したリソース
に対応するストリームＩＤを上記送信元ポート番号及び上記宛先ポート番号と互いに関連
付け、
　上記取得された入力フォーマットのうちのいずれか１つを上記コンテンツデータの出力
フォーマットとして決定し、上記決定された出力フォーマット及び上記ストリームＩＤを
上記無線受信装置に通知し、
　上記互いに関連付けられた送信元ポート番号及び宛先ポート番号及び上記ストリームＩ
Ｄのうちの一部または全部を用いて、上記コンテンツデータを上記無線受信装置に無線送
信することを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　上記無線通信装置及び上記無線受信装置はミリ波の周波数帯を用いて通信することを特
徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項３】
　上記入力フォーマットは、上記無線受信装置によりサポートされる映像入力フォーマッ
ト及び音声入力フォーマットの少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項１又は２記
載の無線通信装置。
【請求項４】
　上記入力フォーマットの取得は、上記無線受信装置と最初に通信するときにのみ実行さ
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れ、上記取得された入力フォーマットは上記無線通信装置の記憶手段に格納されることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項５】
　上記予約される無線リソースは、上記決定された出力フォーマットで上記コンテンツデ
ータを無線送信するために必要な無線リソースを含むことを特徴とする請求項１乃至４の
いずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項６】
　上記予約される無線リソースは、上記コンテンツデータを再送信するために必要な無線
リソースをさらに含むことを特徴とする請求項５記載の無線通信装置。
【請求項７】
　複数の無線受信装置が存在するとき、上記無線通信装置は、予め指定された無線受信装
置と通信することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項８】
　上記予め指定された無線受信装置は、映像出力手段を備えた無線受信装置、又は映像出
力手段を備えた有線受信装置に接続された無線受信装置であることを特徴とする請求項７
記載の無線通信装置。
【請求項９】
　上記予め指定された無線受信装置は、音声出力手段を備えた無線受信装置、又は音声出
力手段を備えた有線受信装置に接続された無線受信装置であることを特徴とする請求項７
又は８記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　複数の無線受信装置が存在するとき、上記無線通信装置は、最も優先度の高い無線受信
装置と通信することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　複数の無線受信装置が存在するとき、上記無線通信装置は、最も優先度の高い映像出力
手段に上記コンテンツデータを出力する無線受信装置と通信することを特徴とする請求項
１乃至６のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　複数の無線受信装置が存在するとき、上記無線通信装置は、最も優先度の高い音声出力
手段に上記コンテンツデータを出力する無線受信装置と通信することを特徴とする請求項
１乃至６及び１１のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項１３】
　上記無線通信装置は、当該無線通信装置において上記コンテンツデータの再生指示信号
を検出したとき、上記送信元ポート番号を上記無線受信装置に送信し、上記送信された送
信元ポート番号に応答して上記無線受信装置から送信された上記宛先ポート番号を受信す
ることにより、上記送信元ポート番号と上記宛先ポート番号とを交換することを特徴とす
る請求項１乃至１２のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　上記無線通信装置は、上記無線受信装置から、上記宛先ポート番号を含む上記コンテン
ツデータの再生指示信号を受信したとき、上記受信された宛先ポート番号に応答して上記
送信元ポート番号を上記無線受信装置に送信することにより、上記送信元ポート番号と上
記宛先ポート番号とを交換することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１つに記載
の無線通信装置。
【請求項１５】
　上記無線通信装置は、上記コンテンツデータを上記無線通信装置に送信する少なくとも
１つの有線送信装置に有線接続され、
　上記有線送信装置から、上記コンテンツデータの送信開始を通知するコンテンツデータ
送信開始信号を受信したとき、
　上記送信元ポート番号を上記無線受信装置に送信し、上記送信された送信元ポート番号
に応答して上記無線受信装置から送信された上記宛先ポート番号を受信することにより、
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上記送信元ポート番号と上記宛先ポート番号とを交換し、
　上記コンテンツデータを上記無線受信装置に無線送信する前に、上記互いに関連付けら
れた送信元ポート番号及び宛先ポート番号が示す一対のポートを用いて、上記コンテンツ
データ送信開始信号を無線受信装置に無線送信することを特徴とする請求項１乃至１２の
いずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項１６】
　上記有線送信装置はＨＤＭＩにより上記無線通信装置に接続され、
　上記コンテンツデータ送信開始信号はアクティブソース（Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ
）メッセージであることを特徴とする請求項１５記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　無線送信装置からコンテンツデータを無線受信する無線通信装置において、上記無線通
信装置は、上記コンテンツデータを無線受信するための少なくとも１つのポートを備え、
上記無線通信装置は、
　上記コンテンツデータを無線受信するためのポートを示す宛先ポート番号を決定し、
　上記無線送信装置と通信することにより、上記無線送信装置において上記コンテンツデ
ータを無線送信するためのポートを示す、上記無線送信装置によって決定された送信元ポ
ート番号と、上記無線通信装置によって決定された宛先ポート番号とを交換し、上記送信
元ポート番号と上記宛先ポート番号とを互いに関連付け、
　上記無線通信装置によりサポートされる上記コンテンツデータの１つ又は複数の入力フ
ォーマットを上記無線送信装置に通知し、
　上記無線送信装置によって上記コンテンツデータの出力フォーマットとして決定された
上記入力フォーマットのうちのいずれか１つと、上記コンテンツデータを無線送信するた
めに上記無線送信装置によって予約されたリソースに対応するストリームＩＤとを、上記
無線送信装置から取得し、
　上記ストリームＩＤは上記送信元ポート番号及び上記宛先ポート番号と互いに関連付け
られ、
　上記互いに関連付けられた送信元ポート番号及び宛先ポート番号及び上記ストリームＩ
Ｄとのうちの一部または全部を用いて、上記無線送信装置から無線送信されたコンテンツ
データを無線受信することを特徴とする無線通信装置。
【請求項１８】
　上記無線通信装置及び上記無線送信装置はミリ波の周波数帯を用いて通信することを特
徴とする請求項１７記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　上記入力フォーマットは、上記無線通信装置によりサポートされる映像入力フォーマッ
ト及び音声入力フォーマットの少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項１７又は１
８記載の無線通信装置。
【請求項２０】
　上記無線通信装置は、当該無線通信装置において上記コンテンツデータの再生指示信号
を検出したとき、上記宛先ポート番号を上記無線送信装置に送信し、上記送信された宛先
ポート番号に応答して上記無線送信装置から送信された上記送信元ポート番号を受信する
ことにより、上記送信元ポート番号と上記宛先ポート番号とを交換することを特徴とする
請求項１７乃至１９のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　上記無線通信装置は、上記無線送信装置から、上記送信元ポート番号を受信したとき、
上記受信された送信元ポート番号に応答して上記宛先ポート番号を上記無線送信装置に送
信することにより、上記送信元ポート番号と上記宛先ポート番号とを交換することを特徴
とする請求項１７乃至１９のいずれか１つに記載の無線通信装置。
【請求項２２】
　上記無線通信装置は、当該無線通信装置から上記コンテンツデータを受信する少なくと
も１つの有線受信装置に有線接続され、
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　上記無線送信装置から、上記コンテンツデータの送信開始を通知するコンテンツデータ
送信開始信号を受信したとき、上記コンテンツデータ送信開始信号を上記有線受信装置の
いずれか１つに送信することを特徴とする請求項１７乃至１９のいずれか１つに記載の無
線通信装置。
【請求項２３】
　上記有線受信装置はＨＤＭＩにより上記無線通信装置に接続され、
　上記コンテンツデータ送信開始信号はアクティブソース（Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ
）メッセージであることを特徴とする請求項２２記載の無線通信装置。
【請求項２４】
　請求項１乃至１４のいずれか１つに記載の無線通信装置を無線送信装置として備え、請
求項１７乃至２１のいずれか１つに記載の無線通信装置を無線受信装置として備えたこと
を特徴とする無線通信システム。
【請求項２５】
　請求項１５又は１６記載の無線通信装置を無線送信装置として備え、請求項２２又は２
３記載の無線通信装置を無線受信装置として備えたことを特徴とする無線通信システム。
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